
　この度、滝川一教授より内科学講座主任教授を引き継ぎました塚本和久です。帝京
大学内科の特色は、専門診療科が独立したユニットをもって先進的な医療を提供す
る一方で、入院診療においては総合内科を設けて各内科専門診療科からスタッフを
供出し、総合内科診療にあたっていることです。そして、内科として一つの講座であ
るゆえに各専門診療科のつながりが強く、外来診療においても風通しの良い診療を
提供しています。今まで築き上げてきたこのような内科診療体制を医局員一同更に
推進してまいりますので、宜しくお願い致します。

内科学講座主任教授就任のご挨拶

内科学講座主任教授
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腎生検の様子

帝
京
大
学
医
学
部
内
科
学
講
座

教
授
　
柴
田 

茂

お問い合わせ先：

帝京大学医学部附属病院
医療連携室
TEL：03-3964-1498
FAX：03-3964-9849
紹介状をお持ちの方の
初診外来予約。

帝京大学医学部内科学講座 教授
柴田 茂　（しばた しげる）
1999年　東京大学医学部医学科　卒業
1999年　虎の門病院　内科レジデント
2001年　公立昭和病院　救急医学科・腎臓内科　後期レジデント
2003年　東京大学医学部附属病院　腎臓・内分泌内科帰局
2007年　東京大学大学院医学系研究科　修了 (医学博士)
2010年　米国エール大学医学部　留学
2014年　帝京大学医学部内科学講座　准教授
2018年4月より現職

　
2
0
1
8
年
4
月
1
日
よ
り
内
科
学
講
座

　
教
授
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
柴
田　
茂

（
し
ば
た　
し
げ
る
）
と
申
し
ま
す
。
私
は

東
京
大
学
を
卒
業
後
、
虎
の
門
病
院
・
公
立

昭
和
病
院
・
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
・

米
国
エ
ー
ル
大
学
に
て
臨
床
お
よ
び
基
礎
研

鑽
を
積
ん
だ
の
ち
、
4
年
前
か
ら
本
学
に
勤

務
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
専
門
領
域
は

腎
臓
病
学
で
、
慢
性
腎
臓
病
や
高
血
圧
、
糖

尿
病
性
腎
臓
病
を
は
じ
め
、
急
性
腎
障
害
や

腎
炎
・
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
、
電
解
質
異
常
、
多
発

性
嚢
胞
腎
さ
ら
に
は
腎
代
替
療
法
な
ど
幅
広

く
担
当
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
慢
性
腎
臓
病
は
C
K
D （
C
h
r
o
n
i
c

K
i
d
n
e
y 

D
i
s
e
a
s
e
）
と
も
呼

ば
れ
ま
す
が
、
成
人
8
人
に
1
人
が
罹
患
し

て
い
る
新
た
な
国
民
病
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
C
K
D
は
慢
性
腎
不
全
の
予
備
軍
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
治
療
抵
抗
性
の
高
血
圧
や
、

心
筋
梗
塞
・
脳
卒
中
と
い
っ
た
心
血
管
病
の

原
因
と
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
早
期

発
見
・
早
期
介
入
が
最
も
重
要
で
す
。

C
K
D
の
発
症
・
進
展
の
防
止
の
た
め
に
は

ま
ず
は
生
活
習
慣
病
の
改
善
が
基
本
と
な
り

ま
す
。
降
圧
薬
、
糖
尿
病
薬
、
高
脂
血
症
薬
、

尿
酸
降
下
薬
、
リ
ン
吸
着
薬
な
ど
複
数
の
薬

剤
を
患
者
さ
ん
の
状
態
や
希
望
に
合
わ
せ
て

上
手
に
使
う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

看
護
師
・
薬
剤
師
・
管
理
栄
養
士
・
臨
床
工

学
士
・
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
方
々
と
の
多
職

種
連
携
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
腎
臓
病

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
頂
く
た
め
、
当

科
で
は
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
あ
る
い
は
興
味

あ
る
一
般
の
方
を
対
象
に
、
年
4
回
シ
リ
ー

ズ
で
帝
京
C
K
D
教
室
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
開
催
予
定
に
つ
き
ま
し
て
は
院

内
に
設
置
し
た
ポ
ス
タ
ー
あ
る
い
は
当
科

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
2.m
ed.teikyo-u.ac.jp/

nephrology/
）
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　
同
時
に
城
北
地
域
の
先
生
方
と
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
研
究
会
や
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
、「
顔

の
見
え
る
関
係
」
を
構
築
し
、「
ふ
た
り
主

治
医
」
制
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
C
K
D

の
克
服
を
目
指
し
て
、
地
域
で
支
え
る
医
療

に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Nephrology 内
科
学
講
座 

教
授
就
任
の
ご
挨
拶

慢
性
腎
臓
病
の
克
服
を
目
指
し
て

CKD教室 (2018年5月15日)

腎
臓
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帝
京
大
学
医
学
部
内
科
学
講
座

准
教
授
　
淺
岡 

良
成

お問い合わせ先：

帝京大学医学部附属病院
医療連携室
TEL：03-3964-1498
FAX：03-3964-9849
紹介状をお持ちの方の
初診外来予約。

帝京大学医学部内科学講座 准教授
淺岡 良成　（あさおか よしなり）
1999年　東京大学医学部卒業
1999年　東京大学医学部附属病院内科
2000年　三井記念病院内科
2006年　東京大学大学院医学系研究科修了
2006年　東京大学医学部附属病院消化器内科医員
2007年　東京大学医学部附属病院検診部助教
2009年　東京大学医学部附属病院消化器内科助教
2018年4月より現職

　
2
0
1
8
年
4
月
よ
り
内
科
学
講
座
（
消

化
器
内
科
）
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
淺
岡
良

成
（
あ
さ
お
か
よ
し
な
り
）
と
申
し
ま
す
。

3
月
ま
で
在
籍
し
て
い
た
東
京
大
学
医
学
部

附
属
病
院
消
化
器
内
科
で
は
、
肝
細
胞
癌
に

対
す
る
経
皮
的
ラ
ジ
オ
波
焼
灼
療
法

（
R
F
A
）
と
分
子
標
的
治
療
を
専
門
に
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
肝
細
胞
癌
の
治
療
法
は
特
徴
的
で
、
多
く

の
癌
で
は
、
外
科
的
切
除
（
手
術
）、
化
学

療
法
（
抗
が
ん
剤
）、
放
射
線
治
療
が
主
要

な
治
療
で
あ
る
の
に
対
し
、
肝
細
胞
癌
で
は
、

外
科
的
切
除
の
ほ
か
に
、
R
F
A
と
カ
テ
ー

テ
ル
を
用
い
た
肝
動
脈
化
学
塞
栓
療
法

（
T
A
C
E
）
と
い
う
治
療
も
重
要
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
長
所
・
短
所
が
あ
り
ま
す
が
、

R
F
A
と
T
A
C
E
は
比
較
的
体
の
負
担
が

少
な
い
た
め
、
肝
機
能
が
低
下
し
手
術
を
受

け
ら
れ
な
い
患
者
さ
ん
で
も
治
療
が
可
能
で

す
。
私
が
専
門
と
す
る
R
F
A
は
、
局
所
麻

酔
の
み
で
1
㎜
程
度
の
針
を
肋
骨
の
間
や
み

ぞ
お
ち
か
ら
肝
臓
の
中
に
あ
る
癌
の
部
位
ま

で
超
音
波
で
観
察
し
な
が
ら
す
す
め
、
針
の

周
囲
を
高
温
に
す
る
こ
と
で
癌
を
死
滅
さ
せ

る
治
療
法
で
す
。
正
確
か
つ
安
全
に
針
を
す

す
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
肝
臓
内
の
ど

の
よ
う
な
部
位
に
癌
が
あ
っ
て
も
同
様
に
治

療
す
る
の
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
東
大
病
院
は
、
R
F
A
治
療
歴
が

1
0
，0
0
0
件
を
こ
え
る
世
界
で
有
数
の

施
設
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
経
験
を
活
か
し
て
、

当
院
で
有
効
か
つ
安
全
な
治
療
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
当
院
の
外
科

の
先
生
方
に
よ
る
切
除
、
放
射
線
科
の
先
生

方
に
よ
る
T
A
C
E
の
技
術
は
高
い
評
判
を

受
け
て
お
り
ま
す
。
近
年
チ
ー
ム
医
療
の
重

要
性
が
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
肝
細
胞
癌

の
治
療
に
関
し
て
は
、
ま
さ
に
外
科
、
放
射

線
科
、
内
科
に
よ
る
チ
ー
ム
医
療
が
患
者
さ

ん
の
予
後
延
長
に
直
結
す
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
ま
た
分
子
標
的
治
療
は
、
こ
の
10
年
ほ
ど

で
進
歩
し
た
転
移
な
ど
を
伴
う
進
行
し
た
肝

細
胞
癌
に
対
す
る
薬
に
よ
る
治
療
で
す
。
注

目
を
集
め
る
領
域
で
あ
り
ま
す
が
、
手
や
足

の
皮
膚
が
痛
く
な
る
な
ど
の
特
徴
的
な
副
作

用
が
あ
り
、
こ
ち
ら
も
科
横
断
的
な
ケ
ア
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　
各
科
の
先
生
方
と
協
力
し
、
肝
細
胞
癌
に

対
す
る
質
の
高
い
チ
ー
ム
医
療
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Multidisciplinary care for Liver tumors 内
科
学
講
座 

准
教
授
就
任
の
ご
挨
拶

切
れ
目
の
な
い
肝
癌
診
療
を
目
指
し
て

肝細胞癌 RFA施行後 RFA施行時の様子

消
化
器
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臓器間ネットワークとメタボリックシンドローム カンファランスの風景

帝
京
大
学
医
学
部
内
科
学
講
座

准
教
授
　
宇
野 

健
司

お問い合わせ先：

帝京大学医学部附属病院
医療連携室
TEL：03-3964-1498
FAX：03-3964-9849
紹介状をお持ちの方の
初診外来予約。

帝京大学医学部内科学講座 准教授
宇野 健司　（うの けんじ）
2000年3月　東北大学医学部医学科卒業
2000年4月～2003年3月 福島県いわき市立総合磐城共立病院
2003年4月～2007年3月 東北大学大学院医学系研究科 博士課程
 （東北大学病院糖尿病代謝科）
2007年4月～2010年3月 日本学術特別研究員（東北大学病院糖尿病代謝科）
2010年4月～2014年12月 東北大学病院糖尿病代謝科 助教
2015年1月～2018年3月 東北大学病院糖尿病代謝科 院内講師
2018年4月より現職

　
こ
の
た
び
東
京
の
地
で
、
新
た
に
皆
様
と

ご
一
緒
に
仕
事
を
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、

今
年
度
の
4
月
か
ら
医
学
部
内
科
学
講
座
、

内
分
泌
代
謝
・
糖
尿
病
内
科
に
准
教
授
と
し

て
就
任
い
た
し
ま
し
た
宇
野
健
司
と
申
し
ま

す
。
専
門
分
野
は
、
内
科
学
の
糖
尿
病
学
、

代
謝
学
、
肥
満
症
学
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
東
北
大
学
病
院
に
在
籍
し
、
特
に
宮
城

県
の
糖
尿
病
医
療
に
携
わ
っ
て
参
り
ま
し

た
。

　
糖
尿
病
を
含
め
た
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
は
、
飽
食
の
現
代
に
あ
っ
て
多
様
化

す
る
生
活
ス
タ
イ
ル
や
高
齢
化
を
背
景
に
、

そ
の
患
者
数
が
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
、
食
事
栄
養
面
や
加
齢
に
伴

う
運
動
・
社
会
活
動
の
低
下
な
ど
様
々
な
要

因
が
絡
み
合
い
、
糖
尿
病
の
管
理
は
困
難
に

な
る
場
合
が
多
々
見
ら
れ
ま
す
。

　
昨
今
、
糖
尿
病
に
対
す
る
、
こ
れ
ま
で
と

は
異
な
る
作
用
機
序
を
有
す
る
薬
剤
が
幾
つ

も
開
発
さ
れ
、
実
際
に
日
常
の
診
療
で
使
用

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
生
活
ス
タ

イ
ル
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
こ
う
し
た
多
種

多
様
な
薬
剤
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
糖
尿
病
管
理
の
改
善
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
、
薬
剤
師
な

ど
多
職
種
に
ま
た
が
っ
た
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の

方
々
と
の
綿
密
な
医
療
連
携
が
、
糖
尿
病
医

療
に
は
必
要
で
あ
り
ま
す
し
、
合
併
症
の
観

点
か
ら
は
他
科
の
先
生
方
と
の
連
携
も
大
切

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
わ
た
し
は
こ

れ
ま
で
の
臨
床
で
得
ら
れ
た
経
験
を
基
に
し

て
、
こ
ち
ら
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
前
任
地
で
は
糖
尿
病
や
肥
満
症

の
病
態
を
解
明
す
べ
く
、
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
の

基
礎
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

体
内
に
は
糖
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
脂
質
代
謝
を

調
節
す
る
臓
器
間
神
経
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存

在
し
、
全
身
の
栄
養
素
代
謝
の
恒
常
性
維
持

を
担
う
役
割
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
糖
尿
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
対
す
る
日
常
臨
床
を
基
盤

と
し
て
出
て
く
る
疑
問
点
を
、
基
礎
的
な
研

究
で
実
際
に
解
き
明
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
、
新
た
な
取
り
組
み
を
少
し
づ
つ
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
、
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

Endocrine metabolism ＆ Diabetes 内
科
学
講
座 

准
教
授
就
任
の
ご
挨
拶

糖
尿
病・肥
満
症
の
病
態
解
明
と
治
療
に
向
け
て

LPL

mTOR/S6K

PPAR UCP1

内
分
泌
代
謝・糖
尿
病
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帝
京
大
学
医
学
部
脳
神
経
外
科
学
講
座

病
院
教
授
　
小
野
田 

惠
介

脳
神
経
外
科
学
講
座 

病
院
教
授
就
任
の
ご
挨
拶

三
叉
神
経
痛・顔
面
痙
攣
専
門
外
来
開
設
の
お
知
ら
せ

お問い合わせ先：

帝京大学医学部附属病院
医療連携室
TEL：03-3964-1498
FAX：03-3964-9849
紹介状をお持ちの方の
初診外来予約。

帝京大学医学部脳神経外科学講座　病院教授
小野田 惠介　（おのだ けいすけ）
1990年　島根医科大学（現島根大学）卒業　同年　岡山大学医学部脳神経外科入局
1996年　米国ワシントン大学医学部脳神経外科客員研究員
1998年　尾道市立市民病院脳神経外科
2004年　岡山大学大学院医歯薬総合研究科助教
2008年　岡山赤十字病院脳神経外科部長
2015年　同高度脳神経センター長兼任
2018年4月より現職

　

こ
の
た
び
４
月
１
日
付
で
脳
神
経
外
科

学
講
座
松
野
主
任
教
授
の
も
と
病
院
教
授

と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
小
野
田
惠
介
と
申
し
ま
す
。
前

任
地
は
基
幹
病
院
で
あ
る
岡
山
赤
十
字
病

院
で
脳
神
経
外
科
部
長
と
し
て
地
域
に
根

ざ
し
10
年
間
手
術
等
の
陣
頭
指
揮
を
と
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
ま
で
脳
血
管
障

害
、
頭
部
外
傷
、
脳
腫
瘍
、
脊
髄
手
術
な

ど
一
通
り
の
手
術
は
こ
な
し
て
き
ま
し

た
。
帝
京
大
学
で
は
後
頭
蓋
窩
の
腫
瘍
、

三
叉
神
経
痛
、
顔
面
痙
攣
に
対
す
る
治
療

を
専
門
と
し
て
診
療
に
あ
た
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
学
生
教
育
担
当
者
と
し
て

教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
よ
う
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

三
叉
神
経
痛
は
食
事
、
洗
顔
な
ど
を
誘

因
と
し
て
顔
面
に
電
撃
痛
が
出
現
す
る
も

の
で
、
患
者
さ
ん
は
耐
え
難
い
痛
み
と
表

現
さ
れ
ま
す
。
顔
面
痙
攣
は
片
側
で
特
に

意
図
し
な
い
の
に
顔
が
ピ
ク
ピ
ク
動
く
と

い
う
も
の
で
眼
瞼
部
よ
り
広
が
る
こ
と
が

多
い
で
す
。
と
も
に
患
者
さ
ん
に
と
っ
て

多
大
な
ス
ト
レ
ス
と
な
る
も
の
で
す
。
三

叉
神
経
痛
、
顔
面
痙
攣
の
手
術
は
後
耳
介

部
を
５
㎝
切
開
し
、
5
0
0
円
玉
程
度
の

開
頭
を
行
う
い
わ
ゆ
る
鍵
穴
手
術
と
い
わ

れ
る
も
の
で
繊
細
な
操
作
が
要
求
さ
れ
ま

す
。
手
術
は
本
質
的
治
療
で
、
図
の
よ
う

に
三
叉
神
経
を
圧
迫
す
る
責
任
血
管
を
移

動
さ
せ
、
神
経
の
変
形
を
改
善
さ
せ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
難
聴
が
合
併
症
と
し
て

挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
聴
性
脳
幹
反
応

（
A
B
R
）
を
術
中
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し

合
併
症
の
出
現
を
防
ぐ
よ
う
努
力
し
て
お

り
ま
す
。
手
術
時
間
は
平
均
1
時
間
20
分
、

出
血
は
少
量
、
入
院
期
間
は
10
日
で
す
。

術
前
に
M
R
I
を
駆
使
し
責
任
血
管
を
突

き
止
め
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
私
は
三
叉
神
経
痛
、
顔
面
痙
攣
に
対

し
5
0
0
例
を
超
え
る
手
術
経
験
を
積
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
20
％
は

再
発
例
で
か
な
り
難
易
度
が
高
く
、
危
険

性
の
高
い
も
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
医
療
機

関
よ
り
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
例
で
し
た
が

全
例
お
断
り
せ
ず
手
術
に
て
合
併
症
な
く

改
善
を
得
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
帝
京
大
学
に
て
お
世
話
に
な
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
松
野
先
生
の
も
と
、
地
域

医
療
に
少
し
で
も
貢
献
出
来
た
ら
と
考
え
て

Cranial nerve surgery

お
り
ま
す
。
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
患

者
さ
ん
一
人
一
人
に
向
き
合
い
、
自

分
な
り
に
全
力
を
尽
く
し
て
ゆ
く
所

存
で
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

資格 医学博士（岡山大学）、日本脳神経外科学会専門医、指導医
 日本脳卒中の外科学会技術指導医
専門分野 三叉神経痛、顔面痙攣、頭蓋底腫瘍
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特定機能病院
地域がん診療連携拠点病院
東京都災害拠点病院

帝京大学医学部附属病院
〒173 - 8606 東京都板橋区加賀2-11-1
TEL.03-3964-1211（代表）
お問い合せ E-mail/renkei@med.teikyo-u.ac.jp

JR埼京線 十条駅
　 北口より徒歩約10分
　 北口ロータリータクシー乗り場より約6分

都営三田線 板橋本町駅
　 A1出口より徒歩約13分
　 A1出口より約6分

JR埼京線 板橋駅
　 西口①番のりばより
　　 帝京大学病院経由、王子駅行き 王22 （約8分）
　 　「帝京大学病院」バス停下車
　 西口より約9分

JR各線 赤羽駅
　 東口⑤番のりばより
　　 高円寺駅北口行き 赤31 （約11分）
　 　「姥ケ橋」バス停下車徒歩約5分
　 西口⑨番のりばより王子駅行き 赤50 （約14分）
　 　「上十条四丁目」バス停下車徒歩約5分
　 西口より約12分

A1出口

板
橋
本
町
駅

3号館

帝京高等
看護学院

地下駐車場入口

バス停「上十条四丁目」

バス停「姥ヶ橋」

国
道
17
号
線（
中
山
道
）

首
都
高
速
5
号
線

救急外来
入口

病院
大学棟
本館

本部

1号館
2号館

石神井川
駐輪場入口
バイク置場

4号館

加賀中学校

加賀小学校

王子第五小学校 王子▶

◀西が丘

◀高円
寺

帝京中学校
・高等学校

十
条
駅

上板
橋
駅

ときわ
台
駅

赤
羽
駅

王
子
駅

セブンイレブン
稲荷台

帝京大学病院入口

ファミリーマート環状7
号線

池袋駅 板橋駅

JR
埼
京
線

東武東上線

セブンイレブン

タクシー乗り場
正面入口 西入口

東入口

都
営
三
田
線

2

3

4

5

6

7

8

1

上の地図は略図のため、実際の地形とは異なりますのでご注意ください。

2

3

4

1

バス停「帝京大学病院」

JR京浜東北線・東京メトロ南北線 王子駅
　 北口⑥番のりばより
　　 帝京大学病院経由、板橋駅行き 王22 （約12分）
　 　「帝京大学病院」バス停下車
　 北口より約9分

JR各線・東京メトロ各線 池袋駅
　 西口より約16分

東武東上線 上板橋駅
　 北口①番のりばより王子駅行き 王54 （約13分）
　 　「姥ケ橋」バス停下車徒歩約5分

東武東上線 ときわ台駅
　 北口①番のりばより王子駅行き 王54 （約9分）
　 　「姥ケ橋」バス停下車徒歩約5分
　 北口より約12分

※所要時間は日中平常時、最短時間の目安となっておりますので、
　時間帯や道路状況により異なります。

5

タクシーをご利用の場合　　 バスをご利用の場合　　 徒歩の場合

6

7

8




